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ふしぎがいっぱい（５年）「雲と天気」利用案 

さいたま市立下落合小学校 小畑 康彦 

【単元のねらい】 

 天気の変化について興味・関心をもって追究する活動を通して、気象情報を生活に活用する能力を育てるとと

もに、それらについての理解を図り、天気の変化についての見方や考え方をもつことができるようにする。 

 

【番組利用にあたって】 

 本番組は、雲が絶えず形を変えていること、動いていることを意識できるように工夫されている。また、雲の

量や色が、天気の変化に関係があることを示唆する構成になっている。実際に雲を観察し、観察結果を整理した

後に番組を視聴し、天気は雲の様子や動きによって変化していることをしっかりと理解させる。また、番組のな

かではさまざまな雲が紹介されている。その映像を見て、雲の形や色の多様さを感じ、もっと雲を観察したいと

いう気持ちを育む。 

○:学習指導 ◇:支援 ◆:番組 ■:クリップ ▲:ワークシート 

次 時 ○ 学 習 活 動 ◇ 教 師 の 支 援  
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○天気予報番組を見て、どのような内容が放送

されているのかを調べる。 

・『今日の天気』 ・『最高気温、最低気温』 

・『雲の動き』  ・『明日の天気』 

 

〇『雲の動き』が、なぜ天気予報に必要なのか

を考え、話し合う。 

・雲を見ると天気が分かるからだよ。 

・雲があると雨が降るからかな。 

・でも雨が降らない雲もあるよ。 

・雲にもたくさん種類がありそうだ。 

 

 

 

○予想する 

観察１ １日の雲の様子を観察する。 

○雨が降りそうな日などの雲を午前、正午、午

後の３回観察し、結果を記録する。 

 

○結果を整理し、雲の様子や動きと天気の変化

の関係について考え、話し合う。 

・雲には色や形がちがういろいろなものがある

ことが分かった。 

・雲が多くなると雨がふるようだ。 

・１日のなかでも雲の量や形は変化しているよ

うだ。 

◇普段、何げなく見る天気予報の番組を視聴

し、何が放送されているのかを考えさせる。 

◇天気の移り変わりがある日の天気予報の番

組を用意する。 

 

◇天気予報番組が『雲の動き』を伝える必要性

を問い、雲と天気の変化の関係や雲の種類な

どについて自由に意見交換させる。 

    

    

    

    

    

    

□ワークシート 

◇雲の量と天気の決め方を確認させる。 

「晴れ」…空全体の広さを１０として、雲が空

を覆っている広さが０～８ 

「くもり」…雲が覆っている広さが８～１０ 

「雨」…雨が降っているとき 

◇デジタルカメラを用い、撮影させてもよい。 

◇友だちの記録とも比較し、考えるようにさせ

る。 

 

    

 

雲の様子や動きは天気の変化とどのように関係しているのだろうか 
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■番組を視聴する。「雲と天気」■番組を視聴する。「雲と天気」■番組を視聴する。「雲と天気」■番組を視聴する。「雲と天気」    

・黒い雲が多くなると雨が降ると思う。 

・雲の量が多くなっていくと、天気が悪くなる

よ。 

・雲の量は１日のなかでも増えたり、減ったり

しているんだね。天気も１日のなかで変わる

からね。 

 

○まとめをする。 

◇視聴後に、雲と天気の変化にはどのような関

係があるのかを聞く。 

◇クリップを利用して、さまざまな雲の形があ

り、天気の変化に関係していることを調べる

ようにさせる。 

■飛行機雲と天気の変化 

■富士山にできる雲と天気の変化 

■日がさ雲と天気の変化 

 

 

 

天気は、雲の様子や動きによって、変化している。雲にはたくさんの種

類があり、なかには雨をふらす雲もある。 


